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沖永良部島沖縄

酔庵

地球村研究室（合同会社）は
鹿児島県奄美群島
沖永良部島『酔庵』にあります

鹿児島

飛行場

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

2014年 沖永良部島に移住し、『間抜けの研究』を開始しました。
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酔庵から海を眺めていると、一杯飲みたく･･･
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海の中も鮮やかです
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鯨もやってきます！！ むがむがさん提供
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地底(洞窟)も素敵です！！ むがむがさん提供
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酔庵の庭に自生している島バナナ、収穫時です。百姓も楽しそう・・・・？
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ご近所へ笑顔を振りまいておけば･･･
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お米つくり、畑つくり、
海の幸も豊かです！！
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酔庵には、たくさんの方が来てくださいます
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自然豊かな沖永良部島
Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

人口減少、少子化・高齢化でこのままでは消滅してしまう自治体
Depopulation, low birthrate and longevity, 

Okinoerabu-Island may disappear by 2040, if this goes on

懐かしい自然 Rich Nature

懐かしい人たち Plenty of People   

懐かしいコミュニティー Wealthiness of communities

が、色濃く残る沖永良部島

are still remain strong----
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第1部 今、何が問題なのか？

現在の延長に心豊かな未来はない、
この数年が正念場・・・

第2部 これからどうすればよいのか？

沖永良部島は、とても大きな追い風の中に居る！！
この風に乗って舞い上がれ！！
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第1部 今、何が問題なのか？



限界
Reach a limit

新定常化社会
Steady Society

地球環境の劣化 Degradation of Global Env.

市場原理主義の劣化 Degradation
of Financial Capitalism

⇒社会の閉塞⇒少子化・高齢化・人口減少
Sense of Stagnation     Low birth rate and longevity

/population decline
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スウェーデンのヨハン・ロックストローム博士が提唱した「プラネタリー・バウンダリー」
（参照：Rockström, J. et al. 2009. A safe operating space for humanity. Nature, Vol. 461, pp. 472-475）

地球環境問題とは何か？
What is the Environmental 

Degradation?

マイクロプラスチック



エネルギー

Energy

資源

Resource

食料

Food

水 Water

人口 Population

気候変動

Climate change

生物多様性
Biodiversity

地球環境問題とは何か？
What is the Environmental 

Degradation?
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人間活動の肥大化

Expansion of Human Activity

マイクロ・プラスチック
Micro plastics
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地球上の生物の総重量は1兆1千億トン

2020年12月 人間が創ったもの（人工物；ビル、車、機械・・・・）の総量が
1兆1千億トンを超えた

さらに毎年300億トン（毎週世界中の人が自分の体重以上のものをつくり
続けている）

地球のことを少し考えて見よう！！
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生物総重量

20世紀初頭、生物総重量の３％だった
人工物量は2020年12月 生物総量の1
兆1千億トンを超え、さらに毎年300億
トンづつ増え続けている。
このままでは、2040年には、生物総量
の2倍になる。

人工物量の推移

https://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/news/20/121100731/

4.9倍
31.4倍

世界の人口推移
生物総重量
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62.8倍



•企業と政府にとって、戦略的関係を通じた国内外からの資源確保が今以上に重要な課題となる

•食料、エネルギー、水の分布が変化し、資源をめぐる対立や政治的緊張が増加する

•気候変動に関する直接的規制に加え、税制やそれに類するインセンティブによる促進策や抑制策
といった間接的規制が強化される

•エネルギー不足、気候変動、資源不足に対応するため、新しい価値観に基づく産業が生まれ、既
存の産業に革新が起こる

「Global Trends 2030: Alternative Worlds」米国国家情報会議
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地球上の生物の総重量は約1兆１０００億トン
2020.12.11 Natgeo （2020.12.09 Nature）

コンクリート舗装やガラスと金属でできた高層ビルから、ペットボトルや衣服やコンピューターま
で、人間が建造・製造したものは指数関数的に増えており、現在、地球上の生物量とほぼ同じ
であり、年内に人工物のほうが上回る可能性があり、世界は重大な変化のときを迎えている。

20世紀初頭には、人工物の総重量は350億トンで、生物の総重量の約3％だった。以来、人工
物のほうは指数関数的に増加し、現在では約1兆1000億トンに達しているうえ、年間300億
トンずつ蓄積されている。これは地球上の人間全員が毎週、自分の体重以上のものを製造し
ている量に相当する。人工物の大部分は、人間のお気に入りの建築材料であるコンクリートで
あり、レンガ、アスファルト、金属がそれに続く。現在の傾向が続けば、これらの人工物の総重
量は2040年までに約2.2兆トン、つまり生物の総重量の2倍以上に達するだろう。
生物のほうは植物が約90％を占めており、そのほとんどが高木や低木だ。人間が年々多くの
ものを製造しているにもかかわらず、地球上の植物の総重量は比較的安定している。
約1万2000年前に農業革命が始まり、人類が農耕のために広大な森林を伐採し始める前に
は、地球上の植物の重量は今の2倍はあったかもしれない。一方、人間と家畜の総重量は現在、
野生の哺乳類や鳥類の20倍近くに上る。
現在の地球上にいる動物の総重量は40億トンで、これまでに生産されたプラスチック（80億ト
ン以上）の半分にすぎない。
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人間活動の肥大化

Expansion of Human Activity

マイクロ・プラスチック
Micro plastics
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海外依存

国内調達

国内調達

海外依存

未来の子供たちにバトンを手渡すための本質的な手段は？

何かと何かを置き換えるだけでは不十分、
１） 全体負荷（環境負荷・経済負荷・社会負荷）を下げ （縮減）
２）さらにその内容を自立調達（自然や循環するもの）に変えてゆかなければなりません

環
境
負
荷
・
経
済
負
荷
・社
会
負
荷

縮減 (Reduction）
そして自立（Self-sustainable）
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限界
Reach a limit

新定常化社会
Steady Society

地球環境の劣化 Degradation of Global Env.

市場原理主義の劣化 Degradation
of Financial Capitalism

⇒社会の閉塞⇒少子化・高齢化・人口減少
Sense of Stagnation     Low birth rate and longevity

/population decline
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従来の延長（公共投資、大イベント）で、日本の経済成長は支えられるのか？
Extension of the past politics can lead economic growth? 

26

市場原理主義の構造的な限界！
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経済が成長すれば地球環境が劣化する、経済と環境が表裏の関係にある！

現在の延長にカーボン・ニュートラルもSDGｓもない！
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2020年 2009年

2020年



限界
Reach a limit

新定常化社会
Steady Society

地球環境の劣化 Degradation of Global Env.

市場原理主義の劣化 Degradation
of Financial Capitalism

⇒社会の閉塞⇒少子化・高齢化・人口減少
Sense of Stagnation     Low birth rate and longevity

/population decline
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市場原理主義の限界、
経済システムそのものの矛盾

⇒ 現在の延長では
新定常化社会への移行はできない
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海外依存

国内調達

国内調達

海外依存

未来の子供たちにバトンを手渡すための本質的な手段は？

何かと何かを置き換えるだけでは不十分、
１） 全体負荷（環境負荷・経済負荷・社会負荷）を下げ （縮減）
２）さらにその内容を自立調達（自然や循環するもの）に変えてゆかなければなりません

環
境
負
荷
・
経
済
負
荷
・社
会
負
荷

縮減 (Reduction）
そして自立（Self-sustainable）



経済発展につれて第一次産業から第二次産業、第三次産業へと産業がシフトしていく？
（1941年、『経済的進歩の諸条件』 コーリン・クラーク）

経済発展（資本主義）とは時間という1次元の中で効率を追求し競争してきた

木を植えると収穫までに60年掛かる、米は年に一度収穫する、
その間毎日のように手を掛ける（1次産業）

地下資源・エネルギーを使って、高温・高圧を使ってものをつくる、
分業制で数日で処理可能（2次産業）

非物質の生産、大量のエネルギーを使って瞬間的な処理が出来る（3次産業）

Copyright at Emile H. Ishida  Earth Village Research 
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サスティナブル資本論、リ・ジェネラティブ資本論？？？？？

資本；循環（再生）― ぐるぐる回る―と利益が生まれるもの

人的資本； コミュニティー 知性 社会性

自然資本； 豊かな生態系サービス（供給、調整、文化）

物的資本； 自然資本の保全 生活の質

文化資本； 歴史

金融資本； 経済格差の是正
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第2部 これからどうすればよいのか？
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自然
自然に活かされていることを知り、自然を活かし自然を往なす

＜環境省 つなげよう 支えよう森里川海プロジェクト＞

食 集
い

楽しみ
遊び
学び

仕事

5つのち・か・らは、2040年どのようなかたちになり、
どんなビジネスや政策が生まれているのだろう！！

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

地方が東京の受け皿になってはならない、都市化ではなく、地方の地方化を視座としなければならない

ワークとライフに明確な境界がなく、
オーバーラップしていることも島の特徴

貨幣経済＋贈与経済

Copyright at Emile H. Ishida  Earth Village Research 
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沖永良部島の社会構造 （2012-13年東北大学術調査から）
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サスティナブル資本論、リ・ジェネラティブ資本論？？？？？

資本；循環（再生）― ぐるぐる回る―と利益が生まれるもの

人的資本； コミュニティー 知性 社会性

自然資本； 豊かな生態系サービス（供給、調整、文化）

物的資本； 自然資本の保全 生活の質

文化資本； 歴史

金融資本； 経済格差の是正



2030 おきのえらぶ未来図

起こり得る制約 ：
人口減少、財政悪化、エネルギー・資源の高騰、食料価格の高騰、自然災害の増加、文
化・伝統の劣化（生きるための文化・伝統を含む）

これらの制約を肯定すれば（バックキャスト思考）どんな未来が見えてくるのだろうか？

― 自治は小規模多機能自治に （地域内のことを自ら考え、決定し、実行する）
財政悪化

－ 色々なものを自足する(self-sufficient)。 エネルギー、移動、食糧、ゴミ、遊び、教育の自足

島での仕事が増える、お爺もお婆も一生働く、お金を外へジャブジャブ捨てない

エネルギー・資源の高騰、食料価格の高騰、文化・伝統の劣化

－ 島人が島の素敵（自然・文化）を学びなおす(taking a pride of island)。 （島自慢！！）

島を訪れるリピーターが増え、滞在期間が長くなる、そのうち島で暮らしたいという若者も増えるだろう。

文化・伝統の劣化

➖ 歳を取るのが楽しい暮らし 高齢化 幸福度アップ
Copyright at Emile H. Ishida  Earth Village Research 
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人口減少という制約を肯定する ＝ バックキャスト思考
人口が少なくなっても、ワクワクドキドキ心豊かな暮らし、憧れの島とは？

― 自治は小規模多機能自治に （地域内のことを自ら考え、決定し、実行する）

－ 色々なものを自足する(self-sufficient)。 エネルギー、食糧、遊び、教育の自足

島での仕事が増える、お爺もお婆も一生働く、お金を外へジャブジャブ捨てない

－ 島人が島の素敵（自然・文化）を学びなおす(taking a pride of island)。 （島自慢！！）

島を訪れるリピーターが増え、滞在期間が長くなる、そのうち島で暮らしたいという若者も増えるだろう。

お金が島の中で回り、外に流れない、仕事が生まれ、笑顔も増え、
お金が外から入ってきて、歳を取るのが楽しい、人がやってくる憧れの島！！

＝本物の自然と本物の暮らしに人は憧れる

２０４０年には、少子・高齢化で多くの自治体が消滅する可能性が高い・・・・
（日本創生会議）

Copyright at Emile H. Ishida  Earth Village Research 
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バックキャスト視点で考える
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2022.03.20 ワニブックスから出版



2030年の社会に求められる5つのビジネスの構造

個のデザイン

豊
か
な
農
と
食

未
病
と
健
康

豊
か
な
ロ
ｌ
カ
ル

域
内
で
循
環
す
る
「
も
の
」

「
こ
と
」

サステナビリティー・トランスフォーメーション（SX)
（CEやDXはSXを創り上げるためのツール）
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＜個のデザイン＞
他者の自由も自分の自由も認める、身の丈に
合った/自分の個性を大事にする暮らし方、働
き仕方、学び方

個；個人、家族、仲間、小さな、企業、小さな行
政
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＜個のデザイン＞
他者の自由も自分の自由も認める、身の丈に
合った/自分の個性を大事にする暮らし方、働
き仕方、学び方

個；個人、家族、仲間、小さな、企業、小さな行
政

自然

食 集
い

楽しみ
遊び
学び

仕事

2030年の社会に求められる5つのビジネスの構造
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2030年の日本の姿

自治は小規模多機能自治
色々なものを自足する
島人が島の素敵を学びなおす
年を取るのが楽しい暮らし

X

島の未来と日本の未来は一致するの？

沖永良部島

都会

個のデザイン

豊
か
な
農
と
食

未
病
と
健
康

〇
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島外依存

島内調達

島内調達

島外依存

未来の子供たちにバトンを手渡すためには

何かと何かを置き換えるだけでは不十分、
１） 全体負荷（環境負荷・経済負荷）を下げ （暮らしや自治のかたち）

２）さらにその内容を島内調達（自然や循環するもの）に変えてゆかなければなりません
環
境
負
荷
・
経
済
負
荷
・社
会
負
荷 縮減 (Reduction）

そして自立（Self-sustainable）
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今、沖永良部島にはたくさんの追い風が吹いています！！

国は、世界に向けて2050年 「カーボン・ニュートラル」の宣言をしました！
その具体的な戦略の一つとして、沖永良部島は脱炭素先進地域に選ばれました。

国は世界に向けて2050年「みどりの食糧システム戦略」を宣言しました！
•農林水産業のCO2ゼロエミッション化の実現
•低リスク農薬への転換、総合的な病害虫管理体系の確立・普及に加え、ネオニコチノイド系を含む従来の殺
虫剤に代わる新規農薬等の開発により化学農薬の使用量（リスク換算）を50％低減
•輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を30％低減
•耕地面積に占める有機農業の取り組み面積の割合を25％（100万ヘクタール）に拡大（国際的な有機農業
の基準で）

国は2017年サミットで、2030年までに国土の30%以上を自然環境エリアとして保全することを約束しまし
た！
30by30（サーティ・バイ・サーティ）とは、2030年までに生物多様性の損失を食い止め、回復させる（ネイ
チャーポジティブ）というゴールに向け、2030年までに陸と海の30％以上を健全な生態系として効果的に保
全しようとする目標です。
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2030年の心豊かな暮らし方のかたち
は、ちょっとした不自由さや不便さ（喜ば
しい制約）を、個（人）やコミュニティーの
智慧や知識や技で乗り越えて行くこと、

それこそが自然の循環と同化できる唯
一の持続可能な暮らし方のかたちなの
だろう。

それこそが縮減（自立）であり、縮む豊
かさなのだ！

そんなバトンを未来の子供たちに手渡
したいと心から思うのです・・・・・

森の学校



未来の子供たちに笑
顔あふれる憧れの島
を手渡したい・・・
皆さんと一緒に考え、
楽しみたいと思って
います！！

Nature Technology
Creating a Fresh Approach to Technology and Lifestyle
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